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論文審査の要旨 

 

 本研究は、アサーティブケースマネージメントによる介入により、Ⅰ軸とⅡ軸が並存

する自殺企図患者の自殺再企図を減少させることができるかの検討を行ったもので、患

者の再企図を減少させる可能性があることを説明したものである。 

公聴会では、1 軸のみの患者で 6 か月で有意差があるが、12 か月で有意差はなくなっ

ていることについての質問があり、（ACTION-J 研究）の結果でも同様であり、既存研

究でも確認されている旨の説明がされた。また、併存群でリスク比が統計学的に有意で

はなかったことや効果が続かなかった点について、病態としての違いから説明できるか

との質問に対しても適切に回答された。 

本研究の結果は有用なものであり、今後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価

され、公聴会における質疑も適切であり参考論文と合わせて学位を授与するに相応しい

研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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